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１．はじめに
　利用可能なデータの拡大・多様化や情報技術の

急速な進展は、経済活動をはじめ様々な形で大き

な影響をもたらしている。近年、デジタルトラン

スフォーメーション（DX：Digital Transformation）

との言葉を耳にする機会が増えてきた。デジタル

トランスフォーメーションを推進するためのガイ

ドライン（経済産業省［2018］）は、DXの定義

として、企業がビジネス環境の激しい変化に対応

し、データとデジタル技術を活用して、顧客や社

会のニーズを基に、製品やサービス、ビジネスモ

デルを変革するとともに、業務そのものや、組織、

プロセス、企業文化・風土を変革し、競争上の優

位性を確立することと記述しており、その重要性

を推し測ることができる。2018年５月時点の

S&P500構成銘柄にて時価総額が最も大きい５社

（Apple、Alphabet、Microsoft、Amazon、

Facebook）はいずれもデジタル関連企業である

といった指摘（Verhoef et al.［2021］）などから

も、その影響の大きさがうかがえる。

　デジタル化への対応といってもいくつかの選択

肢がありそうである。Verhoef et al.［2021］は、

デジタル化への取り組みの程度について分類を行

っており、情報の電子化を指すデジタイゼーショ

ン（Digitization）、デジタル化がビジネスに用い

られるデジタライゼーション（Digitalization）、

さらに、既存のビジネスプロセスに変化をもたら

すデジタルトランスフォーメーション（DX）と

いった三つの分類を示している。また、DXの推

進に関し、Matt et al.［2015］は、DXにはトッ

プマネジメントの関与が不可欠であると指摘して

いる。データおよび情報技術の利活用の果たす役

割は高まっており、企業や各組織をはじめ社会全

体における効率的な取り組みが期待される（高橋

［2018］）。

２．統計調査におけるデータの検証
　統計調査なども情報技術などを通じたデータ利

活用への取り組みが行われている分野の一つに挙

げられる。例えば、総務省［2020］は、経済統

計に関する調査においても、社会におけるDXの

取り組みが進められていること、また、ビッグデ

ータの利用が広がっていることから、ビッグデー

タの経済統計への活用促進に期待を寄せている。

さらに、その活用法やメリットに関して、既存統

計の補完、報告者負担や業務負担の軽減などが挙

げられており、例えば、既存統計の補完に関して

は、⑴速報性、⑵詳細化、⑶カバレッジの拡大、
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